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水泳におけるプルの能力と泳力
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Ⅰ序論

水泳は，陸上運動とは異なり水中で水平位になって水抵抗を少なくし，腕と脚をおもに動か

し移動する特性を持っており，このときの腕と脚の動作は，水中で行うことによって受ける抵

抗と揚力の結果から推進力を生むのみならず，浮力，バランス，舵取の機能をもつことから17），

重要な要素であると考えられる。そのため，腕のかき（プル）や脚のけり（キック）の関係や

役割については，競泳選手を対象として，そのスピードの全体への貢献度11）・13），16）や推進力4）

・5）・10）・14），エネルギー消費と効率1），6），効力や揚力2）115）についてこれまで研究が行われている。

そのなかで，鎌田ら9）は，一般学生を対象に初心者指導の導入段階や部分練習として実施され

ているバタ足キックやドル平キック，蛙足キックの能力をどの程度向上させたらよいかの目安

について比較検討し報告している。さらにこの水泳における脚のけり（キック）の能力同様，

水泳の重要な要素である腕のかき（プル）の能力について，泳力との関係を明確にすることは

重要であると考えられる。

そこで本研究では，年齢19歳から22歳までの健康な大学生130名を対象に，50m・22mのク

ロールや平泳ぎ，背泳のタイムとそれぞれのプルのみで22m泳いだタイムを測定し検討するこ

とによって，水泳の各種プルの能力が泳力とどのような関係にあるかを明確にすることを目的

とした。

Ⅰ実験方法

被験者は，19歳から22歳までの健康な大学生男子50名女子80名計130名で，クロール・平泳

ぎ・背泳の各泳法で最低50m泳が可能なものとした。実験は，1993年7月21日，岩手大学の50

mプールで行った。実験時間中の気温は平均25℃，平均水温22℃であった。

被験者にはクロール・平泳ぎ・背泳のうち最も得意とする泳法を選択させ，①50m泳，②22

m泳，③22mプルのみの泳ぎの3条件で泳がせタイムを計測した。

①50mクロール・平泳ぎ・背泳のタイム

飛込台からスタートの合図で逆飛び込みさせ，50mをクロール（対象：男子35名・女子42名），

平泳ぎ（対象：男子13名・女子31名）及び背泳（対象：男子2名・女子7名）のいずれかの泳

法で1回泳がせストップウオッチを用いて0.1秒単位で計測した。
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②22mクロール・平泳ぎ・背泳のタイム及び③22mプルのみでの泳ぎのタイム：クロールの   

みでの泳ぎ（以下クロールプル泳と略記する）・平泳ぎのプルのみでの泳ぎ（以下平泳ぎプ   

ル泳と略記する）・背泳のプルのみでの泳ぎ（以下背泳プル泳と略記する）   

50mクロール・平泳ぎ・背泳のタイム測定と同じ被験者に同種目について測定した。幅22m  

のプールの側面の壁をスタートの合図で蹴ってスタートさせ，22mをクロール・クロールプル  

泳（対象：男子35名・女子42名），平泳ぎ・平泳ぎプル泳（対象：男子13名・女子31名），背泳・  

背泳プル泳（対象：男子2名・女子7名）の全体泳・プル泳で1回ずつ泳がせストップウオッ  

チを用いて0．1秒単位で計測した。ただし，クロールプル泳・平泳ぎプル泳・背泳プル泳につ  

いては，ビート板を長軸方向に，縦に両大腿部と膝ではさませた条件で泳がせて測定した。   

以上の方法で得たデータを，大型コンピュータ（S AS）やパーソナルコンピュータ  

（Lotus123）を用いて，相関分析・分散分析及びTテストによる有意差検定を行った。尚，ク  

ロールと平泳ぎにおける泳遠別グループ間の比較については，対象とした被験者の22mクロー  

ルと22mクロールプル泳の泳速の各平均値，22mの平泳ぎと平泳ぎプル泳の泳速の各平均値を  

基準として，クロール及び平泳ぎにおいてそれぞれ以下の条件で4つのグループに分けて検討  

した。  

Aグループ：全体泳とプル泳の泳速が平均値よりも速い（Fast型）  

Bグループ：全体泳の泳速は平均値よりも速いがプル泳の泳速は平均値よりも遅い  

（Total型）  

Cグループ：全体泳の泳速は平均値よりも遅いがプル泳の泳速は平均値よりも速い  

（Pu11型）  

Dグループ：全体泳とプル泳の泳速が平均値よりも遅い（Slow型）  

Ⅱ 実 験 結 果  

1．クロールの泳力とクロールプル泳の泳速の関係   

図1は，50mクロールと22mクロールとの泳速の関係について，男女の表記を区別し示して  

いる。50mクロールの平均泳速は1．02m／sec（N＝77，SD±0．21）で，男子の平均泳速は  

1．12m／sec（N＝35，SD±0．19），女子の平均泳速は0．94m／sec（N＝42，SD±0．18）で 

り，泳速の男女差については統計的に有意に認められた（T＝4．13 p＜0．001）。22mクロー  

ルの平均泳速は1．16m／sec（N＝77，SD±0．19）で，男子の平均泳速は1．28m／sec（N＝35，  

SD±0．17），女子の平均泳速1．06m／sec（N＝42，SD±0．15）であり，泳速の男女差につい  

ては統計的に有意に認められた（T＝6．10 p＜0．001）。また，50mクロールと22mクロール  

との泳速の間には，統計的に有意な相関関係が認められ（N＝77，r＝0．94，p＜0．001），50  

mクロールが可能なもので泳速が速いものは22mクロールの泳速も速かった。   

図2は，22mクロールと22mクロールプル泳の泳速の関係について，泳速を基準とした4つ  

のグループ（A：Fast型・B：Total型・C：Pull型・D：Slow型）の表記を区分し示している。  

グループ分けの基準となる22mクロールの平均泳速は図1同様1．16m／sec（N＝77，SD±  

0．19）で，男子の平均泳速は1．28m／see（N＝35，SD±0．17），女子の平均泳速は1．06m／sec  

（N＝42，SD±0．15）であり，泳速の男女差については統計的に有意に認められた（T＝  

6．10 p＜0．001）。グループ分けの基準となる22mクロールプル泳の平均泳速は，1．04m／sec   
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（N＝77，SD±0．17）で，男子の平均泳速は1．14m／sec（N＝35，SD±0．16），女子の平均  

泳速は0．97m／sec（N＝42，SD±0．14）であり，泳速の男女差については統計的に有意に認  

められた（T＝4．93 p＜0．001）。また，22mクロールと22mクロールプル泳との泳速の間に  

は，統計的に有意に相関関係が認められ（N＝77，r＝0．91，p＜0．001），22mクロールの泳  

速が速いものは22mクロールプル泳の泳速も速い傾向がみられた。  

2．平泳ぎの泳力と平泳ぎプル泳の泳速の関係   

図3は，50m平泳ぎと22m平泳ぎとの泳速の関係について，男女の表記を区別し示している。  

50m平泳ぎの平均泳速は0．82m／sec（N＝44，SD±0．12）で，男子の平均泳速は0．89m／sec（N  

＝13，SD±0．09），女子の平均泳速は0．79m／sec（N＝31，SD±0．12）であり，泳速の男女  

差については統計的に有意に認められた（T＝2．56 p＜0．05）。22m平泳ぎの平均泳速は  

0．88m／sec（N＝44，SD±0．11）で，男子の平均泳速は0．95m／sec（N＝13，SD±0．07），  

女子の平均泳速は0．85m／sec（N＝31，SD±0．11）であり，泳速の男女差については統計的  

に有意に認められた（T＝2．98 p＜0．01）。また，50m平泳ぎと22m平泳ぎとの泳速の間には，  

統計的に有意な相関関係が認められ（N＝44，r＝0．91，p＜0．001），50m平泳ぎが可能なも  

ので泳速が速いものは22m平泳ぎの泳速も速かった。   

図4は，22mの平泳ぎと平泳ぎプル泳との泳速の関係について，泳速を基準とした4つのグ  

ループ（A：Fast型・B：Total型・C：Pull型・DSlow型）の表記を区別し示している。グルー  

プ分けの基準となる22m平泳ぎの平均泳速は図3同様0．88m／sec（N＝44，SD±0．11）で，  

男子の平均泳速は0．95m／sec（N＝13，SD±0．07），女子の平均泳速は0．85m／sec（N＝31，  

SD±0．11）であり，泳速の男女差については統計的に有意に認められた（T＝2．98 p  

＜0．01）。グループ分けの基準となる22m平泳ぎプル泳の平均泳速は0．64m／sec（N＝44，SD   
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±0．09）で，男子の平均泳速は0．71m／sec（N＝13，S D±0．05），女子の平均泳速は  

0．61m／sec（N＝31，SD士0．09）であり，泳速の男女差については統計的に有意に認められ  

た（T＝3．82 p＜0．001）。また，22m平泳ぎと22m平泳ぎプル泳との泳速の聞には，統計的  

に有意な相関関係が認められ（N＝44，ー＝0．79，p＜0．001），22m平泳ぎの泳速が速いもの  

は22m平泳ぎプル泳の泳速も速い傾向が認められた。  

3．背泳の泳力と背泳プル泳の泳速の関係   

図5は，50m背泳と22m背泳との泳速の関係について，男女の表記を区別し示している。50  

m背泳の平均泳速は0．82m／sec（N＝9，SD±0．16）で，男子の平均泳速は0．98m／sec（N  

＝2，SD±0．20），女子の平均泳速は0．77m／sec（N＝7，SD±0．13）であり，泳速の男女  

差については統計的に認められなかった（T＝1．76 N S）。22m背泳の平均泳速は  

0．91m／sec（N＝9，SD士0．17）で，男子の平均泳速は1．02m／sec（N＝2，SD±0．20），  

女子の平均泳速は0．87m／sec（N＝7，SD±0．16）であり，泳速の男女差については統計的  

に認められなかった（T＝1．10 NS）。また，50m背泳と22m背泳との泳速の問には，統計  

的に有意な相関関係が認められ（N＝9，r＝0．94，p＜0．001），50m背泳が可能なもので泳  

速が速いものは22m背泳の泳速も速かった。   

図6は，22mの背泳と22m背泳プル泳との泳速の関係について，泳速を基準とした4つのグ  

ループ（A：Fast型・B：Total型・C：Pull型・D：Slow型）の表記を区別し示している。22  

m背泳の平均泳速は図5同様0．91m／sec（N＝9，SD±0．17）で，男子の平均泳速は  

1．02m／sec（N＝2，SD±0．20），女子の平均泳速は0．87m／sec（N＝7，SD±0．16）であ  

り，泳速の男女差については統計的に認められなかった（T＝1．10 NS）。22m背泳プル泳  

の平均泳速は0．66m／sec（N＝9，SD±0．21）で，男子の平均泳速は0．92m／sec（N＝2，   



水泳におけるプルの能力と泳力  

22Mプル速度（比／SEC）  

93  

22M速度（H／SEC）   

2  

l．8  

1．6  

1．4  

l．コ  

ニ  

0．8  

0．6  

、†  

1．8  

l．6  

1．4  

t．2  

1  

0．8  

0．6  

0・6 0・8 1 1．2 1．4 1，6 1．8  2  0・6 0・8 1 l■2 1・4 1・6 1・8  2  
50M速度（肘SEC）讐EFE警LE  22M速度（〟5EC）占 且i＆   
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係   

SD±0・40），女子の平均泳速は0．59m／sec（N＝7，SD±0．07）であり，泳速の男女差に  

ついては統計的に認められなかった（T＝2．52 NS）。また，22mの背泳と22m背泳プル泳  

の泳速の間には，統計的に有意な相関関係が認められ（N＝9，r＝0．84，p＜0．05），22m  

背泳の泳速が速いものは22m背泳プル泳の泳速も速い傾向が認められた。  

4・クロールと平泳ぎにおける浪速別グループ間の比較   

図7は，22mクロールと22mクロールプル泳の泳速の差（＝22mクロール泳速－22mクロー  

ルプル泳泳速）について，泳速を基準とした4つのグループ（A：Fast型・B：T。tal型・C  

：Pull型；D：Slow型）ごとの平均値を示している。A：Fast型における平均泳速差は，  

0・14m／sec（N＝34，SD±0．11），B：Total型における平均泳速差は，0．25m／sec（N＝6，  

SD±0・07），C：Pull型における平均泳速差は，－0．02m／sec（N＝6，SD±0．08），D：  

Slow型における平均泳速差は，0．10m／sec（N＝31，SD±0．08）であった。分散分析の結果，  

クロールの平均泳速差について4グループ間に有意差が認められ（F＝9．02 DF＝3 p  

＜0．001），B：Total型における平均泳速差は，他のどのグループよりも統計的に有意に大き  

かった。また，C：Pull型における平均泳速差は，他のどのグループよりも統計的に有意に小  

さかった。平均泳速差についてA：Fast型とD：Slow型のグループ間に差は認められなかった。   

図8は，22m平泳ぎと22m平泳ぎプル泳の泳速の差（＝22m平泳ぎ泳速一畠2m平泳ぎプル泳  

泳速）について，図7同様泳速を基準とした4つのグループ（A：Fast型・B：T。tal型・C  

：Pull型・D：Slow型）ごとの平均値を示している。A：Fast型における平均泳速差は，  

0・25m／sec（N＝21，SD±0．06），B：Total型における平均泳速差は，0．34m／sec（N＝6，  

SD±0．05），C：Pu11型における平均泳速差は，0．15m／sec（N＝4，SD±0．07），D：  

Slow型における平均泳速差は，0．20m／sec（N＝13，SD±0．09）であった。分散分析の結果，   
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平泳ぎの平均泳速差について4グループ間に有意差が認められ（F＝7．71DF＝3 p  

＜0．005），B：Total型における平均泳速差は，C：Pull型及びD：Slow型のグループよりも統  

計的に有意に大きかった。また，A：Fast型の平均泳速差は，C：Pull型のグループよりも統  

計的に有意に大きかった。   

図9は，22mクロールの泳速に対する22mクロールプル泳の泳速の比率（＝22mクロールプ  

ル泳泳速／22mクロール泳速）について，泳速を基準とした4つのグループ（A：Fast型・B  

：Total型・C：Puu型 D：Siow型）ごとの平均値を示している。A：Fast型における平均泳  

速比率は，90．0％（N＝34，SD±7．2），B：Total型における平均泳速比率は，79．4％（N  

＝6，SD±4．5），C：Pull型における平均泳速比率は，101．8％（N＝6，SD±8．4），D  

：Slow型における平均泳速比率は，90．3％（N＝31，SD±8．3）であった。分散分析の結果，  

クロールの平均泳速比率について4グループ間に有意差が認められ（F＝8．66 DF＝3 p  

く0．001），C：Pull型における平均泳速比率は，他のどのグループよりも統計的に有意に高かっ  

た。また，B：Total型における平均泳速比率は，他のどのグループよりも統計的に有意に低かっ  

た。平均泳速比率についてA：Fast型とD：Slow型のグループ間に差は認められなかった。   

図10は，22m平泳ぎの泳速に対する22m平泳ぎプル泳の泳速の比率（＝22m平泳ぎプル泳泳  

速／22m平泳ぎ泳速）について，図9同様泳速を基準とした4つのグループ（A：Fast型・B  

：Total型・C：Pull型・D：Slow型）ごとの平均値を示している。A：Fast型における平均泳  

速比率は，73．7％（N＝21，SD±5．4），B：Total型における平均泳速比率は，62．7％（N  

＝6，SD±5．1），C：Pull型における平均泳速比率は，82．7％（N＝4，SD±8．5），D：  

Slow型における平均泳速比率は，74．2％（N＝13，SD±10．9）であった。分散分析の結果，  

平泳ぎの平均泳速比率について4グループ間に有意差が認められ（F＝5．93 DF＝3 p  

＜0．005），B：Total型における平均泳速比率は，他のどのグループよりも統計的に有意に低   
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R  8  C  D  

図9 グループ別（A：Fast型 B：Total型 C：Pull型  

D：Slow型）の22mクロールの泳速に対する22mクロー  

ルプル泳の泳速の比率の平均（有意差5％水準）  

R  8  C  D   

図10 グループ別（A：Fast型 B：Total型 C：Pu11型  

D：Slow型）の22m平泳ぎの泳速に対する22m平泳ぎ  

プル泳の泳速の比率の平均（有意差5％水準）  
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かった。   

図11は，50mクロールの泳速について，泳速を基準とした4つのグループ（A：Fast型・B  

：Total型・C：Pull型・D：Slow型）ごとの平均値を示している。A：Fast型における平均  

泳速は，1．19m／sec（N＝34，SD±0．17），B：Total型における平均泳速は，1．07m／sec（N  

＝6，SD±0．07），C：Pull型における平均泳速は，0．89m／see（N＝6，SD±0．05），D  

：Slow型における平均泳速は，0．86m／sec（N＝31，SD±0．12）であった。分散分析の結果，  

クロールの50m平均泳速について4グループ間に有意差が認められ（F＝29．97 DF＝3  

p＜0．001），A：Fast型における平均泳速は，C：Pull型やD：Slow型よりも統計的に有意に  

速く，B：Total型における平均泳速はD：Slow型よりも続計的に有意に速かった。  

tM／S8C．I  

l．1  

t．2  

t．8  

0．8  
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0．4  

■．2  

0．0  

lH／紬C．I  

■．l  
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図11グループ別（A：Fast型 B：Total型   図12 グループ別（A：Fast型 B：Total型  

C：Pull型 D：Slow型）の50mクロール  C：Pull型 D：Slow型）の50m平泳ぎの  

の泳速の平均（有意差5％水準）  泳速の平均（有意差5％水準）  

図12は，50m平泳ぎの泳速について，図11同様泳速を基準とした4つのグループ（A：Fast  

型・B：Total型・C：Pull型・D：Slow型）ごとの平均値を示している。A：Fast型における  

平均泳速は，0．89m／sec（N＝21，SD±0．09），B：Total型における平均泳速は，0．85m／sec  

（N＝6，SD±0．07），C：Pull型における平均泳速は，0．81m／sec（N＝4，SD±0．05），  

D：Slow型における平均泳速は，0．70m／sec（N＝13，SD±0．10）であった。分散分析の結  

果，平泳ぎの50m平均泳速について4グルpプ間に有意差が認められ（F＝11．44 DF＝3  

p＜0．001），A：Fast型とB：Total型のグループは，D：Slow型よりも統計的に有意に速かっ  

た。また，A：Fast型，B：Total型とC：Pull型のグループ間には，平均泳速の有意差は認め  

られなかった。   

図13は，22mクロールの泳速に対する50mクロールの泳速の比率（＝50mクロール泳速／22  

mクロール泳速）について，泳速を基準とした4つのグループ（A：Fast型・B：Total型・  

C：Pull型・D：Slow型）ごとの平均値を示している。A：Fast型における平均泳速比率は，   
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89・5％（N＝34，SD±8．1），B：Total型における平均泳速比率は，88．1％（N＝6，SD  

±6．0），C：Pull型における平均泳速比率は，84．4％（N＝6，SD±2．7），D：Sl。W型にお  

ける平均泳速比率は，86．6％（N＝31，SD±8．2）であった。分散分析の結果，クロールの  

平均泳速比率について各グループ間に統計的に有意な差は認められなかった。（F＝1．07 D  

F＝3 NS）  
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図13 グループ別（A：Fast型 B：Total型  図14 グループ別（A：Fast型 B：T。tal型  

C：Pu11型 D：Slow型）の22mクロール  C：Pull型 D：Slow型）の22m平泳ぎの  

の泳速に対する50mクロールの泳速の比率  泳速に対する50m平泳ぎの泳速の比率の平  

の平均  均  

図14は，22m平泳ぎの泳速に対する50m平泳ぎの泳速の比率（＝50m平泳ぎ泳速／22m平泳  

ぎ泳速）について，図13同様泳速を基準とした4つのグループ（A：Fast型・B：Total型・  

C：Pu11型・D：Slow型）ごとの平均値を示している。A：Fast型における平均泳速比率は，  

92．4％（N＝21，SD±7．1），B：Total型における平均泳速比率は，94．4％（N＝6，SD  

±7．5），C：Pull型における平均泳速比率は，96．5％（N＝4，SD±5．3），D：Slow型にお  

ける平均泳速比率は，92．5ヲ‘（N＝13，SD±9．7）であった。分散分析の結果，平泳ぎの平  

均泳速比率について各グループ間に統計的に有意な差は認められなや、った。（F＝0．38 DF  

＝3 NS）   

5．クロール・平泳ぎ・背泳における平均比率の比較   

図15は，クロール・平泳ぎ・背泳における22m全体泳の泳速に村する22mプル泳の泳速の平  

均比率（＝22mプル泳の泳速／22m泳の泳速を示している。クロールの泳速に対するクロール  

プル泳の泳速の平均比率は90．2％（N＝77 SD±8．7）であった。また，平泳ぎの泳速に対  

する平泳ぎプル泳の泳速の平均比率は73．2％（N＝44 SD±8．9）であり，背泳の泳速に対  

する背泳プル泳の泳速の平均比率は72．3％（N＝9 SD±15．0）であった。分散分析の結果，  

平均泳速比率について各泳法間に統計的に有意な差は認められ（F＝58．3 DF＝2 p  

＜0．001），クロールにおける22m全体泳の泳速に対する22mプル泳の泳速の平均比率は，平   
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泳ぎや背泳よりも統計的に有意に高く，また，平泳ぎと背泳の間には平均比率の有意な差は認  

められなかった。  

l■●  

811  

丘●  

4●  

2●  

●  

クロール  平泳ぎ  背泳  クロール   平泳ぎ  背泳   

図15 泳法による22m全体泳の泳速に対する22  図16 泳法による22m全体泳の泳速に対する50  

mプル泳の泳速の比率の平均（有意差5％  m全体泳の泳速の比率の平均（有意差5％  

水準）  水準）  

図16は，クロール・平泳ぎ・背泳における22m全体泳の泳速に村する50m全体泳の泳速の平  

均比率（＝50m泳の泳速／22m泳の泳速）を示している。クロールの22m全体泳の泳速に対す  

る50m全体泳の平均比率は87．9％（N＝77 SD±7．8）であった。また，平泳ぎの22m全体  

泳の泳速に対する50m全体泳の泳速の平均比率は93．1％（N＝44 SD±7．8）であり，背泳  

の22m全体泳の泳速に対する50m全体泳の泳速の平均比率は90．5％（N＝9 SD±8．3）で  

あった。分散分析の結果，平均泳速比率について各泳法間に統計的に有意な差は認められ（F  

＝6．25 DF＝2 p＜0．001），平泳ぎにおける22m全体泳の泳速に対する50m全体泳の泳速  

の平均比率は，クロールよりも統計的に有意に高いことが認められた。  

Ⅳ 考  察  

本研究では，クロールや平泳ぎ，背泳のタイムとそれぞれのプルのみで泳いだタイムを50m・  

22mの距離で測定し検討することによって，水泳の各種プルの能力が泳力とどのような関係に  

あるか明確にすることを目的とした。  

1．クロールの注力とクロールプル泳の泳速   

50mクロールと22mクロールとの泳速の関係について，図1の結果から，50mクロールと22  

mクロールとの泳速の間には，統計的に有意に相関関係が認められ，50mクロールが可能なも  

ので泳速が速いものは22mクロールの泳速も早く、本研究においても鎌田らの報告9）同様距離  

による泳速への影響はみられなかった。   

また，22mクロールと22mクロールプル泳との泳速の関係について，図2の結果から，22m   
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クロールと22mクロールプル泳との泳速の間には，続計的に有意な相関関係が認められ，22m  

クロールの泳速が速いものは22mクロールプル泳の泳速も速い傾向がみられた。このことから，  

クロールの泳力を向上させるために，22mクロールプル泳の能力が高いことは重要な要素の一  

つであることが推察される。  

2．平泳ぎの注力と平泳ぎプル泳の泳速   

50m平泳ぎと22m平泳ぎとの泳速の関係については，図3の結果から，50m平泳ぎと22m平  

泳ぎとの泳速の間には，統計的に有意な相関関係が認められ，50m平泳ぎが可能なもので泳速  

が速いものは22m平泳ぎの泳速も速く，本研究においても鎌田らの報告9）同様距離による泳速  

の影響はみられなかった。   

また，22m平泳ぎと22m平泳ぎプル泳との泳速の関係については，図4の結果から，22m平  

泳ぎと22m平泳ぎプル泳との泳速の間には，統計的に有意な相関関係があり，22m平泳ぎの泳  

速が速いものは22m平泳ぎプル泳の泳速も速いことが認められた。このことから，平泳ぎの泳  

力を向上させるためには，22m平泳ぎプル泳の能力が高いことも重要な要素の一つであること  

が推察される。  

3．背泳の泳力と背泳プル泳の泳速   

50m背泳と22m背泳との泳速の関係について，図5の結果から，50m背泳と22m背泳との泳  

速の間には，統計的に有意な相関関係が認められ，50m背泳が可能なもので泳速が速いものは  

22m背泳の泳速も速く，クロールや平泳ぎと同様の結果となった。   

また，22m背泳と22m背泳プル泳との泳速の関係について，図6の結果から，22m背泳と22  

m背泳プル泳との泳速の間には，総計的に有意な相関関係が認められ，22m背泳の泳速が速い  

ものは22m背泳プル泳の泳速も速い傾向が認められた。このことから，背泳の泳力を向上させ  

るためには，22m背泳プル泳の能力が高いことも重要な要素の一つであることが推察される。  

4．クロールと平泳ぎにおける泳速別グループ間の比較   

22mクロールと22mクロールプル泳の泳速の差（＝22mクロール泳速－22mクロールプル泳  

泳速）については，図7の結果から，B：Total型の平均泳速差は，他のどのグループよりも  

続計的に有意に大きく，C：Pull型の平均泳速差は，他のどのグループよりも統計的に有意に  

小さかった。また，A：Fast型とD：Slow型のグループ間に平均泳速差について有意差は認め  

られなかった。   

22mクロールの泳速に村する22mクロールプル泳の泳速の比率（＝22mクロールプル泳泳速  

／22mクロール泳速）については，図9の結果から，C：Pu11型における平均泳速比率は，他  

のどのグループよりも統計的に有意に高く，B：Total型における平均泳速比率は，他のぎの  

グループよりも統計的に有意に低かった。また，A：Fast型とD：Slow型のグループ間に平均  

泳速比率の有意差は認められなかった。Bucher3）は，泳力にかかわらず全体泳の泳速に対する  

プルの貢献比率は約90％であることを報告しており，本研究のA：Fast型とD：Slow型のグ  

ループはこれを支持する結果となった。   

4グループ（A：Fast型・B：Total型・C：Pull型・D：Slow型）における50mクロールの  

泳速については，図11の結果から，A：Fast型における平均泳速は，C：Pull型やD：Slow型   
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よりも統計的に有意に速く，B：Total型における平均泳速は，D：Slow型よりも統計的に有  

意に速かった。また，22m全体泳の泳速と50m全体泳の泳速の相関関係は高く，A：Fast型と  

B：Total型，B：Total型とC：Pull型，C：Pull型とD：Slow型のグループ間に50m平均泳速  

の有意差は認められなかった。   

C：Pull型の50mクロールの泳速がB：Total型のそれと同じ程度であるにもかかわらず，C  

：Pull型の22mクロールの泳速に対する22mクロールプル泳の泳速の平均比率は101．8％，B  

：Total型のそれは79．4％と他のグループとの間に有意差が認められている。このことは，B  

：Total型の被験者はプル泳に比べ，高い泳速で50mをクロールで泳ぐことが可能であること  

を示している。また，C：Pull型の被験者にとって，ビート板を両脚にはさむという条件が22  

mクロールプル泳に有利に機能したといえる。すなわち，C：Pull型の被験者はクロールのプ  

ル以外に大きな技術的な欠点が存在していることが推察される。   

22mクロールの泳速に対する50mクロールの泳速の比率（＝50クロール泳速／22mクロール  

泳速）については，図13の結果から，各グループ間に統計的に有意な差は認められなかった。  

このことから，クロールの泳カヤプルの能力の特性による明確な比率の差はみられないことが  

推察される。   

22m平泳ぎと22m平泳ぎプル泳の泳速の差（＝22m平泳ぎ泳速－22m平泳ぎプル泳泳速）に  

ついては，図8の結果から，B：Total型における平均泳速差は，C：Pu11型及びD：Slow型の  

グループよりも統計的に有意に大きく，A：Fast型の平均泳速差は，C：Pull型のグループよ  

りも統計的に有意に大きかった。このことから，平泳ぎの全体泳とのプル泳の平均泳速は，全  

体泳の速いグループで大きい傾向が認められる。   

22m平泳ぎの泳速に対する22m平泳ぎプル泳の泳速の比率（＝22m平泳ぎプル泳泳速／22m  

平泳ぎ泳速）については，図10の結果から，B：Total型における平均泳速比率は62．7％と，  

他のどのグループよりも統計的に有意に低かった。また，B：Total型以外のグループは，平  

均泳速比率に違いがみられなかった。A：Fast型とD：Slow塑では，泳力にかかわらず全体泳  

の泳速に対するプルの貢献比率は約74％であることが示唆される。   

4グループ（A：Fast型・B：Total型・C：Pull型・D：Slow型）における50m平泳ぎの泳  

速については，図12の結果から，A：Fast型とB：Total型のグループは，D：Slow型よりも  

統計的に有意に速かった。また，A：Fast型，B：Total型とC：Pull型のグループ間に50m平  

均泳速の有意差は認められなかった。   

このことから，平泳ぎにおいて22mプル泳が平均値0．64m／sec以上であるば50m全体泳にお  

いて，22m全体泳平均値0．88m／sec以上のグループと差がないことが推察され，平泳ぎの全体  

泳とプル泳の平均値を基準とした分け方でB：Total型の被験者の特徴を明確に掌撞できるこ  

とが示唆される。   

22m平泳ぎの泳速に対する50m平泳ぎの泳速の比率（＝50m平泳ぎ泳速／22m平泳ぎ泳速）  

についても，図14の結果から，各グループ間に統計的に有意な差は認められなかったことから，  

クロール同様平泳ぎの泳力やプルの能力の特性による明確な比率の差はみられないことが推察  

される。   
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5．クロール・平泳ぎ・背泳における平均比率の比較  

クロール・平泳ぎ・背泳における22m全体泳の泳速に対する22mプル泳の泳速の平均比率  

（＝22mプル泳の泳速／22m泳の泳速）については，図15の結果から，クロールにおける泳速  

の平均比率は平泳ぎや背泳よりも統計的に有意に高く，また，平泳ぎと背泳の聞には平均比率  

の有意な羞が認められなかった。このことから，クロールでは，平泳ぎや背泳に比べ泳速に村  

するプルの貢献度が高く，一般学生を対象とした本研究においても，田口らの報告を支持する  

結果となった。また，同様の研究で鎌田ら9）は，22m泳の泳速に対する22mキック泳の泳速の  

平均比率がクロール72．0％，平泳ぎ79．3％と報告している。これらのことから，クロールでは  

プル泳平均比率90．2％と比較してキック泳比率が約20ヲ‘低く，クロールの泳速においては，キッ  

クよりもプルの貢献比率が高い傾向が推察される。   

また，平泳ぎの泳速では，プルの比率は73．2％とキックよりも低いが，キックと近い平均値  

の傾向が認められた。一般に平泳ぎではキックによる泳速が大きく貢献しているといわれてい  

る10）・14），18）が，本研究の結果では，プルによる泳速もキックによる泳速と大きく変わらないと  

考えられる。平泳ぎのキックは，大きな推進力を生むと同時に，リカバリー時に泳速に対し大  

きな抵抗となることが知られている18）。今回のプル泳は，ビート板を両脚にはさむという条  

件で行ったため，抵抗の少ない姿勢を保つことが可能となり，プルによる推進力が小さくとも、  

プルによる泳速はキックの場合と同じ程度となったと推測される。  

クロール・平泳ぎ・背泳における22m全体泳の泳速に対する50m全体泳の泳速の平均比率  

（＝50m泳の泳速／22m泳の泳速）については，図16の結果から，平泳ぎにおける泳速の平均  

比率は，クロールよりも統計的に有意に高いことが認められた。このことから，平泳ぎはクロー  

ルに比べて距離の延長による泳速の減少率が小さく，また，クロールは，短い距離の場合には，  

エネルギー消費が多く1），効率が低いキック14），18）を多用し，またプルの回数も増加させ息継  

ぎの回数を減らすことで泳速を高めている8），12）ことが推測される。  

Ⅴ ま と め  

本研究は，水泳のプルの能力が泳力とどのような関係にあり，そのことからプルの能力の実  

態を検討するため，年齢19歳から22歳までの健康な大学生130名を対象に，50m・22mのクロー  

ルや平泳ぎ，背泳のタイムとそれぞれのプルのみで22m泳いだタイムを測定し，以下のことが  

明らかになった。  

（1）クロールや平泳ぎ，背泳において22mと50mの泳速は高い正の相関が認められた。また，   

22mプル泳の泳速は22mや50mの泳速と高い正の相関が認められたことから，泳力を向上  

させるために，22mプル泳の能力が高いことは重要な要素の一つであることが推察される。  

（2）クロールの泳速が速いグループと遅いグループでは，平均泳速比率に導いがみられず，   

泳力にかかわらず全体泳の泳速に対するプルの貢献比率は平均90％であることが示唆さ  

れ，Bucherの報告を支持する結果となった。  

（3）平泳ぎの泳速が速いグループと遅いグループでも，平均泳速比率に違いがみられず，ク  

ロール同様泳力にかかわらず全体泳の泳速に対するプルの貢献比率は平均74％であること  

が示唆される。  

（4）クロールでは，平泳ぎや背泳に比べ泳速に対するプルの貢献度が高く，一般学生を対象   
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として本研究においても，田口らの報告を支持する結果となった。また，クロールではプ   

ル泳平均比率がキック泳平均比率に比較して約20ヲ‘高く，クロールの泳速においては，キッ   

クよりもプルの貢献比率が高い傾向が推察される。  

（5）平泳ぎはクロールに比べて距離の延長による泳速の減少率が小さいことが推察される。  
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